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平成 25 年 4 月 24 日 

各      位 
会 社 名  インターライフホールディングス株式会社 
代表者名  代表取締役社長 金 澤 正 晃 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 1418） 
問合せ先  
役職・氏名 広報・IR 室長 正野達好 
電話 03－3810－7111 

 
有限会社マネジメントリサーチの株式の取得（子会社化）および孫会社の異動に 
関するお知らせ 

 

当社は、平成 25 年 4 月 24 日開催の取締役会において、有限会社マネジメントリサーチの株式を取得し、子

会社化することを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。なお、対象会社の子会社化に伴い、

有限会社マネジメントリサーチの子会社である株式会社システムエンジニアリングは、当社の孫会社となります

ので、併せてお知らせいたします。 

記 
 

１．株式の取得の理由 
当社グループは、平成 25 年 2 月期を初年度とする中期経営計画を策定し、その重点施策の一つとして「新

規事業の取り組み強化(M＆A 等)」を進め、安定黒字化と利益成長、企業価値の向上を目指しております。 
  店舗内装工事事業を中心として、顧客の様々なソリューションニーズを解決し、サポートしていく「店舗

のトータルサービス」をより一層強化したいと考え、周辺事業の取り込みを検討してまいりました。 
当社グループを取り巻く経営環境は厳しいものがありますが、新規事業を積極的に展開し、事業領域の拡

大による利益の確保を図ってまいります。 
一方、有限会社マネジメントリサーチは、株式会社システムエンジニアリングの創業者の資産管理会社と

して、株式会社システムエンジニアリングの発行済み株式の 70.69%を所有しております。 
株式会社システムエンジニアリングは、劇場、文化ホール等の特殊音響設備、映像設備、舞台設備の企画

設計、施工管理保守およびホテル、病院向けのペイテレビ事業などを営み、大手ゼネコンを得意先として、

音響・照明・映像・舞台設備と異なる４つの分野を１社にて受注できることを強みとしております。 
このような状況のもと、当社は、有限会社マネジメントリサーチの株式を取得し、株式会社システムエン

ジニアリングを孫会社としてグループ化することにより、グループの得意先店舗の音響設備ニーズにも応え

られるトータルサポート体制の充実と売上・利益の確保を目的に取得するものであります。 
株式会社システムエンジニアリングにおいては、当社グループの顧客へ音響設備などの設置を提案するこ

とにより売上拡大を図り、当社グループにおいては、音響設備の提案を行うことにより顧客と幅の広い取引

関係を築き、売上拡大と信頼関係の構築が図れると考えております。 
両社において、業績の向上、当社グループの収益源の多様化ができると判断し、株式取得をするものであ

ります。 
 
２．異動の方法 

   当社が、有限会社マネジメントリサーチの全株式を譲り受けます。 

   なお、取得資金は、自己資金および金融機関からの借入金を予定しております。 



 

 2

３．異動する子会社（有限会社マネジメントリサーチ）および孫会社(株式会社システムエンジニアリング)の 

概要 

ａ) 異動する子会社  対象会社（有限会社マネジメントリサーチ）の概要 

（１） 商 号 有限会社マネジメントリサーチ 
（２） 本 店 所 在 地 東京都台東区柳橋一丁目 13 番３号 
（３） 代表者の役職・氏名 取締役 佐々木 宏安 
（４） 事 業 内 容 各種株式の保有、管理、運用 
（５） 資 本 金 の 額 3,000,000 円 
（６） 設 立 年 月 日 平成 17 年 3月 25 日 
（７） 大株主及び持株比率 佐々木宏安  300 株 (所有割合 100.0％) 

（８） 
上場会社と当該会社と

の 関 係 等 

資 本 関 係 該当事項はありません。 
人 的 関 係 該当事項はありません。 
取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況
該当事項はありません。 

（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 
 22／3 期 23／3 期 24／3 期 

純 資 産 390 千円 2,594 千円 517 千円

総 資 産 110,164 千円 108,593 千円 108,287 千円

１ 株 当 た り 純 資 産 （ 円 ） 1,301 円 8,647 円 1,724 円

売 上 高 13,056 千円 6,666 千円 ― 千円

営 業 利 益 △3,685 千円 △8,769 千円 △12,965 千円

経 常 利 益 5,111 千円 2,203 千円 △2,076 千円

当 期 純 利 益 5,111 千円 2,203 千円 △2,076 千円

１株当たり当期純利益（円） 17,037 円 7,345 円 △6,923 円

１ 株 当 た り 配 当 金 （ 円 ） ― 円 ― 円 ― 円
 (注) 対象会社は、資産管理会社(持株会社)であるため、子会社である株式会社システムエンジニアリング 

を連結した財務諸表を作成しておりません。 

 

ｂ) 異動する孫会社  間接所有する会社（株式会社システムエンジニアリング) の概要 

（１） 商 号 株式会社システムエンジニアリング 
（２） 本 店 所 在 地 東京都台東区柳橋一丁目 13 番３号 ＳＥビル 
（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 小林 暉佳 

（４） 事 業 内 容 
劇場、文化ホール等の公共施設の特殊音響設備、映像設備、舞台設

備の企画設計、施工の管理保守 
（５） 資 本 金 の 額 82,885,000 円 
（６） 設 立 年 月 日 昭和 45 年 10 月 29 日 

（７） 
 

大株主及び持株比率 
 

有限会社マネジメントリサーチ  107,857 株 (所有割合 70.69％) 

個人 11 名             44,715 株 (所有割合 29.31％)

（８） 
上場会社と当該会社と

の 関 係 等 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係 該当事項はありません。 

関連当事者へ

の 該 当 状 況
該当事項はありません。 
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（９） 当該会社の最近３年間の経営成績及び財政状態 
 22／10 期 23／10 期 24／10 期 

純 資 産 673 百万円 710 百万円 754 百万円

総 資 産 1,968 百万円 1,945 百万円 2,290 百万円

１ 株 当 た り 純 資 産 （ 円 ） 4,060 円 4,284 円 4,945 円

売 上 高 1,853 百万円 1,847 百万円 2,119 百万円

営 業 利 益 80 百万円 43 百万円 111 百万円

経 常 利 益 88 百万円 95 百万円 125 百万円

当 期 純 利 益 52 百万円 53 百万円 67 百万円

１株当たり当期純利益（円） 314 円 323 円 442 円

１ 株 当 た り 配 当 金 （ 円 ） 100 円 100 円 100 円

(注) 当該会社は、当社が発行済株式の 70.69%を間接所有することになるため、当社の連結対象会社と 

なります。 

 

４．株式取得の相手先の概要 

  既存の個人株主１名から発行済全株式を取得いたします。 
（１） 氏 名 佐々木 宏安 
（２） 住 所 東京都江東区 

（３） 
上場会社と当該個人と

の 関 係 等 

資 本 関 係 該当事項はありません。 
取 引 関 係 該当事項はありません。 
人 的 関 係 該当事項はありません。 

 
５．取得株式数、取得価額および取得前後の所有株式の状況 

(１)異動前の所有株式数 

― 株 

（議決権の数：― 個） 

（所 有 割 合：― ％） 

(２)取 得 株 式 数          

300 株 

（議決権の数：300 個） 

取得価額につきましては、売主との契約により公表は差し控えさせていた

だきます。 

(３)異動後の所有株式数 

300 株 

（議決権の数：300 個） 

（所 有 割 合：100.0％） 

(４)取得価額の算定根拠 

取得価額は、その公平性と妥当性を期すために、独立した第三者算定機関に依頼し、孫会社とな

る株式会社システムエンジニアリングを対象として算定された評価を反映させて、株式取得の相手

先と協議のうえ決定いたしております。第三者算定機関による株価算定にあたっては、有限会社マ

ネジメントリサーチは修正簿価純資産額法、株式会社システムエンジニアリングはＤＣＦ法が採用

されております。 

 

６．日程 

取 締 役 会 決 議 平成 25 年 4月 24 日(水) 

引 渡 期 日 平成 25 年 6 月 3 日(月) 
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７．今後の見通し  

本件に伴う、平成 26 年 2 月期の連結業績に与える影響は、現在精査中であり、数値が確定次第、公表す

る予定であります。なお、今後において孫会社となる株式会社システムエンジニアリングの残りの株式を当

社が取得する予定であります。 

 
 
８．支配株主との取引等に関する事項 

本取引は、支配株主との取引等に該当いたしません。 
 

以  上 


